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MosPの歩み

43,657
ダウンロード

2015年8月11日現在

2002年1月 MosP人事給与の前身となる自社人事給与

システム構築に着手する

2006年9月 自社人事給与システムをオープンソース化

しMosPを立ち上げる

2006年12月 オープンソース・ビジネス・アワードを受賞

2007年5月 NEC SpikeSource と連携

2008年11月 MosPV3をリリース

2009年4月 MosPビジネス・パートナー発表

2009年9月 MosPフレームワークを公開

2010年2月 MosP Developer’s Commuityの参加者が

100名を突破

2010年6月 TNSがMosPV3勤怠給与をGAE対応

2011年3月 MosP公式フォーラム開設

2011年5月 MosP勤怠管理V4βリリース

2011年9月 MosP勤怠管理V4リリース

2012年6月 クラウドサービスMosPiiリリース

2012年7月 ICタイムレコーダーMosPタッチリリース

2013年11月 MosP人事管理V4リリース

2014年3月 MosPカレッジタイムリリース

2014年7月 MosP給与計算V4リリース

国内初の純国産オープンソース

MosP人事給与

ダウンロードサービスを開始

2006年9月に純国産業務系OSSとしてリリース
されたマインドが提唱するWeb業務アプリケーショ
ンです。
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MosPモジュール体系

勤怠管理 給与計算 人事管理
カレッジ

タイム

MosP プラットフォーム
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SIer
ソフトハウス

500人～数万人
中堅、大企業向け
情報システム部門

P4

MosPを最大限活用する利用方法

500人～数万人
中堅、大企業向け
人事総務部門

主
導
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なぜお客様主導のシステム運用
が実現可能か？

•設計書

•開発構築手順

•アドオン

•APIテンプレート

•コンサルティング

設計
•開発規約

•プログラムソース

•開発ツール

•技術支援

開発
•QAサポート

•マニュアル

•教育

運用

Java

Linux

OSSライブラリ

MosPフレームワーク



Mind Open Source Project
P6

このようなお悩みのエンドユーザ様

ベンダーロックイン

ベンダーロックインされたパッケージを利用して
カスタマイズしており、保守費用がかさんでし
まっている。

オープンにされている

技術、資料等で安心

汎用的な技術でできているMosPは、技術者の確
保も容易かつソフトウェアに関わる資料等も入手
可能なので末永く適正価格で利用できる。
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このような考えはありませんか？

ERPパッケージを購入
カスタマイズ
ベンダやSIerに権限を
握られている・・・

独特なルールが多い
ベンダロックインは回避
したい一から独自開発
でも法改正なども自社で
対応するのは大変・・・

エンドユーザが主導の
システム開発を推進し
ている！

いろいろなパッケージ
を探してみたが自社の
業務とは合わず大幅な
カスタマイズになって
しまう・・・

グループ会社でグロー
バルに使いたいのでラ
イセンス体系がシンプ
ルな方がいい。。。

在宅勤務用のベースシス
テムを探しているのだが
・・・
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MosPエンタープライズ版

エンタープライズ10000
内製化も可能な

大企業向けソフトウェア

エンタープライズ5000
サブシステムを内製化できる

中堅企業向けソフトウェア

エンタープライズ1000
少しカスタマイズが必要な

中堅企業向けソフトウェア

エンタープライズゼロ
人数制限を気にしない

大企業向けソフトウェア
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オープンソース版MosP

エンタープライズ版MosP

■ AGPLライセンスでの提供（AGPLに従いソース公開が必要）

■ OSS版のソースのみ利用可能

■公開ドキュメントのみ利用可能（インストール参考手順操作マニュアル）

■問い合わせはWebのフォーラム（当社のサポートは無し）

■独自ライセンスでの提供（ソース公開の義務無し）

■ VerUP時に差分ファイルの提供

■すべてのプログラムが利用可能

■バグの優先対応

■設計書の提供（現状有姿）

■詳細マニュアルの提供（現状有姿）

■その他ドキュメントの提供（現状有姿）

オープンソース版との違い

P.9Copyright © MIND. CO., LTD. All Rights Reserved P.9Mind Open Source Project
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MosP ロードマップ

2015/8

MosP5

リリース

2015/12

2016年税制対応
版リリース

2016/6

MosP5.1

リリース

2016/12

2017年税制
対応版リ
リース
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ソフトウェア構成

RHEL6 CentOS6

MosP

PostgreSQ
L8.4

Apache2.2
Tpmcat6

OpenJDK7

Windows7
Windows8.1

PDF

InternetExplorer11
Firefox最新版
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保守について

ライセンス保守
・ソフトウェアのバージョンアップ利用権
・メールによる機能の問合せ

年間サポート
・技術、機能の問合せサポート対応

システムサポート
・MosPが動く環境を構築してシステム全体をサポート

ソフトウェアサポート
・カスタマイズしたソフトウェアのアップデート等のサポート
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サーバーソフトウェア構成 スペック

◆推奨サーバスペック（2000名規模）

APPサーバ

項目 推奨スペック

プロセッサ Intel Xeon 8コア 2.5GHz 以上

メモリ 16GB以上

HDD 300GB以上 10000RPM以上

OS RHEL 6.x x86_64

DBサーバ

項目 推奨スペック

プロセッサ Intel Xeon 8コア 2.5GHz 以上

メモリ 16GB以上

HDD 500GB RAID1以上 10000RPM以上

OS RHEL 6.x x86_64
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事例集

No ユーザ企業業種 利用機能 規模
1 通信系営業会社 勤怠 4000名
2 NTT系子会社 勤怠 2000名
3 マンション管理会社 勤怠 4000名
4 ASPベンダに提供して 給与 300社
5 製造業 給与 200名
6 人材派遣会社 人事 100名
7 調査業 勤怠 250名
8 人材派遣会社 給与 3000名
9 大学法人 勤怠 3000名
10 運送業 人事給与勤怠 1000名
11 国立大学法人 勤怠 700名
12 パッケージ販売業 勤怠 800名
13 勤怠ASP 勤怠 200社
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